
受 験 番 号

(記入してください。)

解 答 番 号
問題
番号

No. 1

No. 2

No. 3

1 43

1 32

432

19

二 級

第�種試験問題

次の注意をよく読んでから始めてください。

〔注 意〕

1唖これは試験問題です。�頁まであります。

2唖問題は、No. 1〜No. 20 まで 20 問題があります。全問解答してください。

3唖解答は、別の解答用紙に記入してください。

解答用紙には、必ず試験地、受験番号、氏名を記入してください。

4唖解答の記入方法はマークシート方式です。

記入例

1 432 のうちから､正解と思う番号

を鉛筆(ＨＢ)でマーク(ぬりつぶす)してください。

ただし、�問に�つ以上の答(マーク)がある場

合は、正解としません。

5唖解答を訂正する場合は、消しゴムできれいに消してマーク(ぬりつぶす)し直してください。
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〔No. 1〕 ショベル系建設機械の構造に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

⑴ 油圧ショベルでは、一般的に原動機にディーゼルエンジンを採用しており、最近ではターボチ

ャージャ付のものも多い。

⑵ 超小旋回型油圧ショベルでは、キャブとバケットとの干渉を防ぐため、キャブ干渉防止装置が

開発されている。

⑶ クレーンとして正式に認められた、つり上げ荷重 4.9 t の油圧ショベル兼用屈曲ジブ式移動式

クレーンが近年急速に普及しつつある。

⑷ 近年の移動体通信などの無線技術、GPS やインターネット技術を利用して、機械の稼動状況

を確認できる遠隔稼動管理システムが実用化されている。

〔No. 2〕 油圧ショベルの特殊仕様機に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

⑴ 本体や作業装置を�〜�t 程度に分解でき、ヘリコプタや索道で運搬できるようにした分解形

ショベルがある。

⑵ 全高を抑えた特殊形状キャブとショートリーチフロントを備えた地下掘削仕様機がある。

⑶ 超軟弱地でも作業できるように、大きなフロート構造の足回りをもった泥上掘削機がある。

⑷ 岩盤、岩石地などの荒場での耐久性向上を目的としたゴムクローラを装着したショベルがある。

〔No. 3〕 ショベル系掘削機のフロントアタッチメントなどに関する次の記述のうち、適切でない

ものはどれか。

⑴ 機械式ショベルのクラムシェルアタッチメントでは、振れ止め装置を用いてバケットの向きを

正常に保つようにしている。

⑵ ローディングショベルのバケットは、同クラスのバックホウのバケットより大容量のものを装

備している。

⑶ オフセットブームは、ブームの根元部分にスイングブロックがあり、油圧シリンダによってブ

ームを左右にスイングできる。

⑷ フェースショベルは、バックホウのバケットを反転させて使用する場合が多いが、専用アタッ

チメントとしたものもある。
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〔No. 4〕 下表は油圧ショベルの走行方式の違いによる適応性を比較したものである。表の(Ａ)〜

(Ｃ)に入る語句の組合せとして次のうち、適切なものはどれか。

◎ 最適 ○ 適 △やや適 姶 不適

作業性 方式 クローラ式 ホイール式 トラック式

(Ａ) ◎ △ 姶

(Ｂ) ◎ ○ 姶

(Ｃ) 姶 ○ ◎

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ)

⑴ 移動性 不整地茜軟弱地盤

での作業性

狭地作業性

⑵ 不整地茜軟弱地盤

での作業性

狭地作業性 移動性

⑶ 移動性 狭地作業性 不整地茜軟弱地盤

での作業性

⑷ 狭地作業性 不整地茜軟弱地盤

での作業性

移動性

〔No. 5〕 油圧ショベルの動力伝達経路として次のうち、適切なものはどれか。

⑴ 油圧ポンプ → センタジョイント → コントロールバルブ → バケットシリンダ

⑵ 油圧ポンプ → コントロールバルブ → センタジョイント → 走行油圧モータ

⑶ 油圧ポンプ → センタジョイント → コントロールバルブ → 走行油圧モータ

⑷ 油圧ポンプ → コントロールバルブ → センタジョイント → バケットシリンダ
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〔No. 6〕 図�のクレーン性能を持つクローラクレーンを用い、図�に示す状態で作業を行う場合、

つり上げることができる定格総荷重として、次のうち、適切なものはどれか。

⑴ 約 15 t

⑵ 約 25 t

⑶ 約 17 t

⑷ 約 50 t

〔No. 7〕 油圧ショベルの点検整備の一般的な注意事項に関する次の記述のうち、適切でないもの

はどれか。

⑴ オイルの補給では必ず同一銘柄の同一品質のものを使用する。

⑵ 潤滑油量は、多すぎても少なすぎても好ましくない。

⑶ エンジンの油量点検は、エンジン停止後すぐに行う。

⑷ 電気系統の整備は、バッテリの端子を外してから行う。

〔No. 8〕 ショベル系機械の運転方法に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

⑴ 不整地や軟弱地では、ステアリングは急旋回を避け、少しずつ連続的に切り、クローラベルト

のはずれや地盤の泥ねい化を防ぐ。

⑵ 傾斜面を斜めに横切ったり、方向転換することは、横滑り転倒の危険があるので可能な限り避

ける。

⑶ 河川を横切って渡るときは、バケットを使って水深や川床の状況を調べながら渡る。

⑷ 水中走行の許容水深は、上部旋回体の下面が限界である。走行中は、限界以上に水に浸からな

いよう注意する。
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〔No. 9〕 バックホウでは、�標準操作方式	が定められているが、その作業レバーの機能について

次の記述のうち、適切なものはどれか。

⑴ 左作業レバーを前へ押すと、バケットがダンプする。

⑵ 左作業レバーを右に倒すと、右方向に旋回する。

⑶ 左作業レバーを左に倒すと、アームが押し方向へ動く。

⑷ 左作業レバーを後方へ引くと、ブームが下がる。

〔No. 10〕 下図のショベル系建設機械に使われる警告モニタの識別記号(Ａ)〜(Ｃ)について、モニ

タ項目との組合せとして次のうち、適切なものはどれか。

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ)

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ)

⑴ ラジエータ水位 エンジン水温 エンジン油量

⑵ エンジン油量 エンジン水温 ラジエータ水位

⑶ エンジン水温 エンジン油量 ラジエータ水位

⑷ エンジン油量 ラジエータ水位 エンジン水温

〔No. 11〕 ショベル系掘削機による掘削作業に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

⑴ 作業中は、シリンダをストロークエンドまで作動させずに、余裕のある範囲で作業を行う。

⑵ 機械はできるだけ水平に据えて、掘削、旋回時の安定を図る。

⑶ 地下水の出やすい場所などでは、
〜�％の勾配をつけ、上り勾配に向かって作業を行う。

⑷ 硬い土砂を掘削する場合は、大容量のバケットを用いるとよい。

〔No. 12〕 油圧ショベルでの作業に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

⑴ ベンチカット工法では掘削切羽の高さをダンプトラックの荷台の高さ程度に設定し、上段から

積み込むと効率よく作業ができる。

⑵ 効率の良い積込には、ダンプトラック等への積み込みの旋回角度をできるだけ大きくとる。

⑶ ダンプトラック等の着け方は、両着けにすると位置着けのタイムロスが減少する。

⑷ 深掘りするときは、浅く何段かに分けて掘削していくほうが経済的である。
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〔No. 13〕 クレーン作業について、次の記述のうち、適切でないものはどれか。

⑴ 共づりするときは、能力の大きい主クレーンと、能力の小さい補助クレーンの組合せで行う。

⑵ 荷降しを行う場合、自由降下を避け、動力降下で行う。

⑶ 風速 10m/s 以上のときは、作業を中止する。

⑷ 旋回動作は遠心力による荷の振れ出し、機体の安定性等に留意し、急旋回を避ける。

〔No. 14〕 クラムシェル作業に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

⑴ 一般にブームを立てた方が旋回は楽であり、重い荷重のつり上げに有利である。

⑵ 深い場所の掘削などで、掘る地点が見えない場所は、合図者をつける。

⑶ 硬い土を掘削するときは、バケットの開閉ロープの掛け本数を増やす。

⑷ 巻上げ中は、開閉ロープをゆるめたままとし、引っ張ってはいけない。

〔No. 15〕 油圧ショベルを用いたブレーカ作業に関する次の記述のうち、適切なものはどれか。

⑴ できるだけ油圧ショベルの横方向に旋回して作業する。

⑵ 油圧ショベルの各シリンダのストロークエンドを使用したほうがよい。

⑶ ブレーカ作業は、バックホウ作業に比べ、作動油の劣化や汚染が激しい。

⑷ 大きく、硬い破砕物は、中央から端に向かって順に破砕する。

〔No. 16〕 以下の記述は、油圧ショベルの掘削作業に関するものである。次の(Ａ)〜(Ｃ)に当ては

まる語句の組合せのうち、適切なものはどれか。

柔らかい土の掘削には、バケットの掘削角を(Ａ)して厚く削って短い切削距離で終わり、硬い土

には掘削角を(Ｂ)して切削抵抗を減らす。

また、バックホウのバケットシリンダとバケットリンクとの角度及びアームシリンダとアームと

の角度が各々(Ｃ)のとき、それぞれのシリンダによる掘削力が最大となり、この角度をうまく利用

して作業効率を高めるようにする。

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ)

⑴ 大きく 小さく 90 度

⑵ 小さく 大きく 90 度

⑶ 大きく 小さく 120 度

⑷ 小さく 大きく 120 度

�級 �種5



〔No. 17〕 油圧ショベルによる作業に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

⑴ 掘削作業を能率よく行う時の切羽高さは、下から浅く削っていき、バケットが一杯になる位の

高さが適切である。

⑵ 重掘削をするとき以外は、エンジン定格速度の 80％程度の回転速度で作業すると燃料節約に

役立つ。

⑶ 掘削作業の足場は、履帯の前方に盛土して乗り上げた形で行うと安定がよい。

⑷ 堅い地盤の場合は、バケットの爪をツルハシ代りに使用して作業する。

〔No. 18〕 油圧ショベルによる作業に関する次の記述のうち、適切でないものはどれか。

⑴ トラックの運転席側から旋回して積み込んではいけない。

⑵ 浅い溝掘削では、溝の中にバケットを入れ走行して掘削をすると効率がよい。

⑶ 斜面を登坂するときは、走行モータを後側にして登るとよい。

⑷ バケットのつめが切羽に食い込んでいる状態での旋回は、してはならない。

〔No. 19〕 ショベル系掘削機によるダンプトラックへの積込み時の注意事項に関する次の記述のう

ち、適切なものはどれか。

⑴ 粘性土の積込みには、最初に砂をうすく敷いておくとダンプの際に土離れがよい。

⑵ 大小の石を積込む時は、最初に大きい石から積み込むとよい。

⑶ 土砂の放出高さは、できるだけ高くするとよい。

⑷ バックホウによる積込みは、トラックの側面からできるようにダンプトラックの位置を決める

とよい。

〔No. 20〕 バックホウによる運転�時間当たりの掘削積込み作業量 Qは、次の式で計算される。

式の中で Aの意味を表わす用語として、適切なものはどれか。

Q穐
3,600姶 B姶 C姶 D

A
(m3/h)

⑴ �サイクル当り掘削量(m3)

⑵ 土量換算係数

⑶ �サイクルの所要時間(s)

⑷ 作業効率

�級 �種6



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




